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1 
防災情報通報 

システム整備事業 

【事業目的】 

災害に強いまちづくりに資するため、防災行

政無線のデジタル化に合わせて市内全域をカバ

ーする防災情報通報システム整備を行う。 
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【全体計画】 

●防災情報通報システム設置（本庁・支所等） 

●防災ラジオ購入 9,500台 

（希望世帯、要支援者世帯、公共施設等） 

●屋外拡声子局整備（93箇所） 
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2 
工業団地整備事業

（長命工業団地） 

【事業目的】 

 産業の振興並びに新たな雇用の創出のため、

国道４号線沿線の長命地区に産業集積の拠点と

なる新たな工業団地を整備する。 
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【全体計画】 

●全体面積  ＝ ９．８２ha 

●企業用地  ＝ ７．９４ha 

●道路・水路 ＝ ０．４７ha 

●公園・緑地 ＝ ０．３０ha 

●調整池   ＝ ０．８４ha 

●法面    ＝ ０．２７ha 

●権利者   ＝ ３７名（国、共有者含む） 
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3 

温泉地観光施設 

整備事業 

（旧アークホテル） 

【事業目的】 

岳温泉は、歴史ある温泉街であり、これまで安

達太良山の玄関口として登山・スキー客等で賑わ

っていた。しかし、景気低迷や顧客ニーズの多様

化に伴い客足が減少し、東日本大震災の影響もあ

り観光客の減少に拍車がかかっている状況であ

る。 

このような状況の中、岳温泉観協会事務所につ

いては老朽化が進み、観光情報発信の拠点として

の業務を遂行するにあたり、昨今の顧客ニーズに

対応するにはさまざまな面で支障をきたしてい

る。 

今回、旧アークホテル跡地に観光交流の拠点と

なる施設を整備し、ヒマラヤ通りに人の流れをつ

くり、交流人口の増加及び、地元商店や農家等の

連携が図られ地域の活性化の一翼を担うことを目

指す。 
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【全体計画】 

●敷地面積  ２，７１９．５㎡ 

●建築面積  ４３２．２２㎡ 

●建ぺい率  １６．２％ ＜ ２０％ 

●室内床面積 ３６５．４３㎡ 
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4 
二本松駅南地区 

整備事業 

【事業目的】 

二本松駅南地区は狭隘な道路に挟まれた住宅

密集地のため、建築確認要件の接道義務を満た

していない敷地が多く、救急活動や消防活動に

支障をきたしている。 

また、駅南側からの相当数の駅利用者がいる

にも関わらず駅南口広場も未整備で、現在の南

北に通じる跨線橋の幅員も狭くバリアフリーの

施設もない状況である。 

 よって、南口の駅前広場とそれに通じる接続

道路を整備することにより、良好な居住環境と

駅利用者の利便性の向上、更には歩行者の安全

を確保しつつ人口減少時代に向けたコンパクト

シティの形成を目指すものである。 
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【全体計画】 

●駅南口駅前広場 

 A=3,000㎡  支障物件７件 

●二本松駅南口駅前広場への接続道路 

Ｌ＝300～400m Ｗ＝12m 

支障物件５件 

●二本松跨線橋線 

Ｌ＝100m Ｗ＝2.5m エレベーター２基 
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5 
安達駅西地区整備

事業 

【事業目的】 

安達駅周辺地区は東西駅前広場と駅東西自由

通路等が整備され、土地利用の高度化が図られ

利便性も向上したが、駅西地区は都市基盤整備

が遅れ無秩序な宅地開発が進んでいる。 

このような状況を解消しまちづくりを推進す

るため、各種都市計画事業を実施し、駅東地区

と西地区の均衡を図り、更なる駅利便性の向上

と魅力ある街区形成を推進し、良好な居住環境

の整備を進めるものである。 
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【全体計画】 

●市道安達駅福岡線道路改良工事 

   Ｌ＝460.0m Ｗ＝16m 

●区画道路 ２路線 

●ポケットパーク ２箇所 
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6 
二本松城址 

総合整備事業 

【事業目的】 

 二本松城址前において、史跡二本松城跡の観

光客や市民に対する集客力をより一層高めるた

め、「歴史資料展示館」や「城跡ガイド施設」の

整備、城跡を中心とする市内観光の情報提供を

行う「総合案内所」の整備を行う。また、海外

からの来訪者へも観光情報を発信できる機能を

もつ、観光客に対する「おもてなし」の場づく

りや、地場産業の振興に資する施設整備を図る。

さらには、二本松城跡の「歴史公園」化に寄与

するとともに、観光拠点性の向上と、城跡と一

体となった地域景観づくりを進める。 
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 【全体計画】 

●Ｈ２７ 基本構想策定 

●Ｈ２８ 基本計画策定 

●Ｈ２９ 施設基本・実施設計 

国有地購入 

●Ｈ３０ 施設整備 

●Ｈ３１ 施設整備 

施設周辺整備 

 

 


